
8 月 19 日は『クラシック音楽の日』です。「日本音楽マネジャー協会」が、創立 40 周年を記念してク

ラシック音楽の日として設定したそうです。 

さて、皆さんはベートーヴェンという作曲家をご存知ですか？ジャジャジャジャーンというメロディー

を聞けば、誰もが交響曲第５番『運命』の冒頭部分を思い出すでしょう。そんな偉大な作曲家ベートー

ヴェンは、耳が不自由でした。生まれつき聞こえなかったわけではなく、２０代後半あたりから徐々に

聴こえなくなってしまったそうです。しかし彼は、そんな状態でも作曲を続けたと言われています。 

どうやって音を聴いていたかというと、タクト（指揮棒）を口にくわえ、その先をピアノに押し付けた

のです。まだ骨伝導という概念がなかった時代に、ベートーヴェンは今で言う骨伝導を利用し『歯』を

通して音を感じていたのです。もしもベートーヴェンに歯がなかったら、運命などの名曲も生まれなか

ったかもしれませんね。  
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★歯科金属アレルギーとは 

金属アレルギーとは、金属によってアレルギー反応を起こす症状の事を言います。ネックレスや

指輪などの身近な金属によって起きることが知られていますが、最近では、歯科治療で使用する金

属によりアレルギーを起こす『歯科金属アレルギー』がメディアで注目されています。 

歯科金属アレルギーの原因は、口の中に入れている銀歯や詰め物などの金属です。金属そのもの

が直接的にアレルギーを引き起しているのではなく、金属から溶け出した金属イオンが体内に吸収

されることがきっかけで起きてしまうのです。 

症状は、口内炎がよくできる、舌がビリッと痛い、といった口内炎や舌炎などの口腔内の炎症で

す。そのほか、唇が腫れてただれてしまう口唇炎や口角炎などが現れる事も少なくありません。ま

た、口周りだけでなく、皮膚炎や肩こり、頭痛など、全身に及ぶため、まさか原因が口の中の金属

だと気づかず、長年症状に悩んでいる方もいらっしゃるようです。 

★歯科治療ではどんな金属が使用されているの？ 

歯科治療では、保険の詰め物やかぶせ物、ブリッジに使う銀歯（金銀パラジウム合

金）のほか、根の治療後に使う土台や入れ歯などに様々な金属が使用されています。 

■アマルガム： 

40～50％の水銀、銀、スズ、銅などからなる化合物です。以前は保険診療で詰め物に使われてい

ましたが、水銀が体内に流出して脳や腎臓、肝臓などに蓄積される危険性が指摘されています。

1970 年代以前に虫歯治療を受けた場合は、詰め物に使われている可能性がありますので、歯科医

院で調べてもらい、早めに除去することをお勧めします。 

■12％金銀パラジウム合金： 

いわゆる銀歯です。日本では保険診療で多く使われていますが、金属アレルギーの可能性があり、

医療先進国のドイツや北欧の国々では、国から使用しないよう勧告が出されています。 

■銀合金： 

保険診療の適用材料のひとつです。軟らかいので、乳歯の詰め物や永久歯のかぶせ物の土台に使わ

れますが、錆びやすく、銀の成分が溶け出して歯茎が黒くなることがあります。 

★治療方法は？ 

 歯科金属アレルギーの治療には、大学病院などでパッチテストという検査を受け、アレルゲンと

なっている金属を特定し、原因の金属が使われている銀歯や詰め物など取り除くことから始めます。

ただし、多くの場合、大学病院で検査をしなくても、銀歯を順に金属以外のものに交換していけば

次第に改善してきます。自費になりますが、計画的にセラミックに変えていくことをお勧めします。 
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